














































赤目まちづくり委員会

対応結果等

1

法律上、野焼きは禁止されているが、農作業に
かかるものやどんど焼き等は条件を付した上で
焼却が可能となる例外規定がある。今回の池
の保全のための刈草の処分については、でき
る限り再生利用していただきたい。

2

子育て支援員研修放課後児童コースの受講を
呼びかけ、クラブ従事者の確保に努めている。
学校の余裕教室等の施設利用が必要な場合
は、各学校長に相談いただきたい。

3
市に代替地の提案をしていただければ、県とと
もに調査確認し、許可を得た後、登録すること
になる。

4

5
運動場に十分な散水ができる設備は備わって
いないのが現状である。

小学校の横に家がある。砂埃が多いので困っ
ている。

水を撒ける水栓があるのか教育委員会へ確認す
る。

■行政側に伝える

赤目市民センター

　　１８人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永岡禎　　森脇和徳　　森岡秀之　　阪本忠幸　　足立淑絵　　木平秀喜　　　　

現在、赤目地区の防災ヘリ基地は錦生赤目小
学校が指定されているが、避難場所であり災
害時の対応が難しいと考える。代替地として新
たに提供できる場所があるので利用してほし
い。

消防本部と危機管理室へ提案する。
■行政側に伝える

訓練の呼びかけをするが、毎回人数が減って
いく。参加者が増える方法があるのか。

他の地域を参考にすることや、参加者への意識
付けが必要と考える。

■当日の返答どおり

赤目町檀の池の草刈りをするが草の処理をど
うしたら良いのか、行政側と消防で見解が違う
ため指導してほしい。

行政の各部署へ見解の確認をする。他の地域で
は畑で腐らせ肥料としての利用している事例があ
る。

■行政側に伝える

学校休校の時は、放課後児童クラブが受け皿
となり人数制限いっぱいの人が来るのでソー
シャルディスタンスが取れてないまま児童を受
け入れている。放課後児童クラブで働いてくれ
る人が少ないので対策をしてほしい。

名張市はできる限り学校を開放し利用してもらえ
るようにしている。放課後児童クラブに対してコロ
ナ関連の予算化もされている。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

相手方名 参加人数

出席議員

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

議会報告会で聴取した意見・回答の報告と対応一覧表

開催日時 令和３年１１月１３日（土）１９時００分～２０時３０分 会場



対応結果等

6

市が設置する街路灯は、バス路線等の交通量
の多い幹線道路を基本とし、歩道付き道路の
主要交差点付近を中心に設置するものとして
いる。また、街路灯以外に歩行者等の安全及
び防犯被害の未然防止を図るための防犯灯が
あり、地域で設置されている。

7

8

9

市立病院の方向性はどうなるのか。
市は、市立病院あり方検討委員会を、議会は、特
別委員会を立ち上げ協議していく。

■当日の返答どおり
■市立病院経営改革特別委員会で
　 対応を協議

有事の際の個人情報はどう把握するか。
個々の情報を地域で収集、管理し、有事の際に
活用している地域もある。

■当日の返答どおり

防災訓練にて避難人数が何人ならよいのか。 人数の定義はない。 ■当日の返答どおり

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

赤目丈六の入り口、県道と市道の交差点にあ
るガソリンスタンドの横が暗い。電灯をつけて
ほしい。

担当部署へ伝える。 ■行政側に伝える



つつじが丘・春日丘自治協議会

対応結果等

1

2

3

4

公共交通のみならず、様々な移動手段（福祉
バス、移動支援、スクールバスなど）を活用した
交通体系の検討がされている。有償ボランティ
アによる支え合い事業などへの支援も進めら
れている。

5

納税通知書の返戻数（令和3年度158件）は、
年々増加している。また、空き地の管理指導
（通知）文書の追跡調査で住所が判明出来な
かった件数も年数件ある。今後の課題として、
課税対象外も含む土地の所有者の把握が必
要と考える。

所有者不明の土地が沢山ある。所有者不明
な土地はどれだけあるのか。

担当部署に伝える。
■行政側に伝える

つつじが丘市民センター

　　２９人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永岡禎　　森脇和徳　　森岡秀之　　阪本忠幸　　木平秀喜

財政非常事態宣言が20年間解決されないの
は長すぎる。解決策はないのか。市民投資家
を募り事業展開をしてはどうか。

財政非常事態宣言の解除は市長の判断による。
現在も改革は進めている。

■当日の返答どおり

コミュニティーバスの運行が少ない。車がない
のでどうしたら良いか。

今後更に地域コミュニティーバスの在り方を考え
ていかなければならない。

■行政側に伝える

財政再建の見通しはどうなるか。

市立病院の赤字が再建の道を阻む。160億円の
建設費用は令和9年には終わるが、現在、年10
～15億円の支出が負担となっている。市立病院
の経営改革を中心に行財政改革を進めていく。

■当日の返答どおり

市役所職員数が少ないために地域ボランティ
アの負担が多い。もっと職員を増やせないの
か。

名張市は財政難のため人口1万人あたりの職員
数が41.5名だ。伊賀市は人口1万人あたり７１名
である。ご理解いただきたい。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

相手方名 参加人数

出席議員

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

議会報告会で聴取した意見・回答の報告と対応一覧表

開催日時 令和３年１１月２１日（日）１３時３０分～１５時００分 会場



対応結果等

6

7
空き家が多い。何度も市に迷惑な家であること
を伝えるが動いてくれない。

市としては助言・指導・勧告・行政代執行という順
番に行っている。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

小学校のトイレを１００％洋式にしてほしい。 小中学校の洋式化を進めている。 ■当日の返答どおり



名張地区まちづくり推進協議会

対応結果等

1

2

3

当建物については、老朽化が著しく、耐震基準
を満たしていないため、使用できない状態であ
る。また、このエリアは三重県指定史跡「名張
藤堂家邸跡」に指定されていることから、ふさわ
しい活用について今も検討されている。

議会報告会で聴取した意見・回答の報告と対応一覧表

開催日時 令和３年１１月２７日（土）１３時３０分～１５時００分 会場 名張市民センター

相手方名 参加人数

出席議員

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

　　２１人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永岡禎　　森脇和徳　　森岡秀之　　阪本忠幸　　足立淑絵　　木平秀喜

旧町が寂れている。旧老人福祉センター跡地
に歴史資料館、乱歩コーナーの移設は考えら
れないのか。

現状では困難である。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

公立幼稚園及び公立保育所が統合され、また
保育園がなくなれば、ますます少子化になる
のではないか。

教育ニーズにも合わせられるよう適正化を求めて
いく。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

公立から民間になると子供たちのためになる
のか。もう一度公立幼稚園に戻してほしい。決
定が早すぎる。もっと説明会を早い段階でして
ほしかった。

唐突な行政からの説明には議会側も苦言を呈し
た。引き続き保護者への理解を得れるよう市に求
めていく。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える



国津地区地域づくり委員会

対応結果等

1
市は、定期的に地域と話し合いの場を設けると
回答があり、地域でも話し合っていただきたい。
また、産業建設委員会でも協議をしていく。

2

3 検討するとのこと。

4

国津地区単独で地区民生児童委員協議会を運
営する場合、地区会長及び主任児童委員2名
の選出が必要になるなど、現在よりも負担が増
えることも想定されるため、地域で検討いただ
きたい。

5

人口の少ない地域については、地域調整額で
調整している。詳細については、市のホーム
ページ「ゆめづくり地域予算制度（令和3年度
版）」に掲載している。

議会報告会で聴取した意見・回答の報告と対応一覧表

開催日時 令和３年１１月２７日（土）１６時００分～１７時３０分 会場 くにつふるさと館

相手方名 参加人数

出席議員

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

　　１８人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永岡禎　　森脇和徳　　森岡秀之　　阪本忠幸　　足立淑絵　　木平秀喜

くにつふるさと館の駐車場問題について
以前から増設の依頼を受けており、理解してい
る。引き続き要望していく。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

耕作放棄地の解消について
・元に戻すのか
・低木の植林をするのか
・道路の周辺だけをよくするのか

農業委員会等でも話し合っていただく。 ■行政側に伝える
■産業建設委員会で対応を協議

山村振興法対象地区のメリットについて
山村振興法は、地区でまとまった計画を出さない
と補助金はもらえない。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

民生委員のなり手がいない。国津単独ででき
ないか。

民生委員のなり手不足は喫緊の課題であり全市
的な問題である。行政へ伝える。

■当日の返答どおり
■行政側に伝える

地域づくりの予算が少ない。人口割りではなく
面積割りでの予算が出ないか。

現在均等割りは導入しているが、その問題点は
充分に理解しているので行政に伝える。

■行政側に伝える



地縁法人　美旗まちづくり協議会

対応結果等

1

2
当該交差点の安全対策について、市は、道路
管理者である三重県に依頼すると回答があっ
た。

3

4
通学路で危険な区間がある際は、道路管理者
に情報をいただきたい。

5
保護者と学校の連携により、保護者送迎が安
全に行えるようなルールづくりについて、検討
するよう求めた。

毎日、美旗中2番町、3番町の子供達100人以
上が通学している。市道も歩道もかなり傷んで
いるので整備を求める。

早期に改善できるよう求めていく。
■行政側に伝える
■教育民生委員会で対応を協議

子供たちの車での送迎が増えている。安全対
策のため通行規制ができないのか。

学校側と協議しながら対策を検討するよう求め
る。

■行政側に伝える
■教育民生委員会で対応を協議

市道新田南古山線の歩道整備は30年来、改
善をお願いしてきた。通学路でもあり、進捗を
教えてほしい。

地権者と協議が出来次第、工事に入る予定で、
途中の箇所においては、地権者との話し合いが
進み次第、行政から報告する。

■行政側に伝える
■教育民生委員会で対応を協議

新型コロナウイルスワクチンの2回目の接種
は、どれくらい終了しているのか。又、3回目は
いつから接種するのか。

2回目の接種率は約80％である。
3回目は、医療従事者から始めている。後に2回
目接種終了から8か月を過ぎた高齢者から順次
接種する予定である。

■当日の返答どおり

通学路で危険な場所がある。
現在はゴムのポールが立っているだけだ。交
通量が多いため信号待ちの子供への安全対
策をしてほしい。

新田交差点の点滅信号のある場所については、
行政側も把握している。県道である為、県とも協
議を進めていく。

■行政側に伝える
■教育民生委員会で対応を協議

相手方名 参加人数

出席議員

質問・意見 懇談会等での返答 進め方

　　１６人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

永岡禎　　森脇和徳　　森岡秀之　　阪本忠幸　　足立淑絵　　木平秀喜

議会報告会で聴取した意見・回答の報告と対応一覧表

開催日時 令和３年１２月１８日（土）１０時００分～１１時３０分 会場 美旗市民センター


